
映画制作現場における熱中症対策
映画製作者、制作会社が行うこと

体制整備 担当責任者、緊急連絡網、緊急搬送先など選定・整備

指針・手順作成 最高気温や作業環境(空調有無等)に応じた作業中断や 
休憩の指針明示／熱中症発生時の現場フローの作成

スタッフへの周知 熱中症対策の指針・手順および現場フローの周知

制作現場における対応

異常あり

できない

回復しない、症状悪化

｢意識の有無｣だけで判断せず、 
①返事がおかしい 
②ぼーっとしている 
など、普段と様子がおかしい場
合は異常ありとして対処する。 
判断に迷う場合は、#7119など
専門機関や医療機関の指示を仰
ぐ。

【他覚症状】 
ふらつき、生あくび、失神、大量
の発汗、けいれん等 
【自覚症状】 
めまい、筋肉痛、頭痛、不快
感、吐き気、倦怠感、高体温等

救急隊要請 自力での水分摂取

熱中症のおそれのある者
発見または自己申告

作業離脱・身体冷却

プロデューサー、制作部
などに知らせる

回復後の体調急変、症状悪化に備える

意識の異常など
異常なし

できる

病院へ搬送 経過観察 経過観察中は、一人にしない。

見つける

判断する

対処する

気温31度以上〈屋外、空調無の室内〉
WBGT（湿球黒球温度）28度以上 水分塩分補給・休憩多めに

全スタッフに注意❗


